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の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

今

代
〜

代
の
若
者
た

１０

２０

ち
で
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
取
組
に
向
け
た
考

え
方
や
起
業
家
マ
イ
ン
ド
の

醸
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
大
学

に
て
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
会
員
企
業

の
若
手
社
員

名
に
起
業

２１

家
マ
イ
ン
ド
の
育
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

社
会
課
題
を
自
分
事

と
し
て
と
ら
え
、
自
分
の
思

い
「
熱
」
を
形
に
し
て
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
異
業

種
と
の
連
携
を
図
り
、
ま

ず
一
歩
を
踏
み
出
し
て
も

ら
う
こ
と
を
修
了
後
も
実

践
し
て
も
ら
え
た
ら
と
願
い

ま
す
。ま
た
、
中
高
生
に
向

け
て
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

の
意
義
や
取
組
事
例
を
マ

ン
ガ
タ
ッ
チ
で
分
か
り
や
す

く
解
説
す
る
カ
ボ
・
リ
サ
物

語
も
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て

展
開
し
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
の
活
動

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
民
間
企
業

主
体
で
、
会
員
企
業
等
の

寄
付
金
に
よ
っ
て
活
動
し
て

い
る
団
体
で
す
。今
後
、
ま

す
ま
す
、
産
学
官
連
携
が

重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
叡
智
を

結
集
す
べ
く
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
含

め
た
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

に
か
か
る
学
術
機
関
や
地

方
自
治
体
と
の
連
携
を
強

（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
に
お
い
て
も
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

最
も
大
き
く
、
Ｃ
Ｏ
2
削

減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
骨
材
を
合
わ
せ

る
と
世
界
で

億
�
と
最

５０

も
大
き
く
な
る
と
予
測
し

て
い
ま
す
。

―
―
海
外
で
の
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組

と
日
本
の
課
題
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

欧
米
で
も
Ｃ
Ｏ
2
利
活

用
に
か
か
る
研
究
開
発
や

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん

で
い
ま
す
。特
に
、
将
来
性

の
あ
る
技
術
シ
ー
ズ
を
持
つ

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
資
金
が

集
ま
り
、
研
究
開
発
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
ん
で
い
ま

す
。我

が
国
は
、
基
礎
的
な

成
果
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
な
ど

実
用
に
供
す
る
、い
わ
ゆ
る

「
死
の
谷
」「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

海
」
を
乗
り
越
え
成
長
産

業
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
も

っ
と
力
点
を
お
く
べ
き
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で

も
、
産
業
間
連
携
や
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用

が
重
要
で
あ
り
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ

設
立
の
目
的
も
そ
こ
に
あ

り
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
み
な
ら

ず
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
関
わ

る
概
念
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
2

を
削
減
し
な
が
ら
産
業
全

体
の
活
性
化
に
資
す
る
も

の
で
す
。

―
―
Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
人
材
育

成
に
つ
い
て
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
ね
。

２
０
５
０
年
に
社
会

な
ど
の
土
木
資
材
と
し
て

再
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ

り
大
量
の
Ｃ
Ｏ
2
を
固
定

化
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
骨
材
等

が
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
第

１
番
目
に
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
成
果
と
し
て
、左
の「
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
ト
ピ
ッ
ク

ス
」の
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ
が

国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
ま
し

た
。

―
―
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
分
野
で
Ｃ
Ｏ
２

は
大
量
に
利
活
用
さ
れ

ま
す
か
。

一
番
大
き
な
分
野
と
し

て
、
研
究
助
成
で
紹
介
し

た
材
料
分
野
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。分
離
・
回
収
し
た

Ｃ
Ｏ
2
を
廃
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ッ
ジ

を
用
い
て
炭
酸
塩
と
し
て

固
定
化
し
、
セ
メ
ン
ト
原
料

や
道
路
舗
装
用
の
路
盤
材

循環炭素社会の実現で新ビジネスを創出、ＣＯ２吸収源として植林活動を本格化

標
は
経
済
活
動
を
制
限

す
る
」
と
いっ
た
誤
解
を
払

し
ょ
く
す
る
と
と
も
に
、
循

環
炭
素
社
会
の
構
築
に
向

け
、カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
を

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
と
捉

え
る
、
あ
る
い
は
、
国
民
お

一
人
お
一
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
自
発
的
に
変
え
て

い
く
な
ど
、社
会
全
体
で
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
認
識
・
行
動
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

―
―
Ｃ
Ｒ
Ｆ
の
研
究
助

成
活
動
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
研
究
助
成
活

動
は
、
企
業
や
大
学
等
に

埋
も
れ
て
い
た
ア
イ
デ
ア
や

人
の
発
掘
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
に
係
る
独
創
性
や

革
新
性
に
優
れ
た
基
礎
的

な
研
究
を
支
援
し
、次
の
ス

テ
ッ
プ
で
あ
る
実
証
試
験
や

社
会
実
装
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、化
学
品
・

燃
料
・
鉱
物
化
な
ど
の
Ｃ

Ｏ
2
リ
サ
イ
ク
ル
が
期
待
で

き
る
分
野
、Ｃ
Ｃ
Ｓ
・
Ｄ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
・
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
等

Ｃ
Ｏ
2
の
分
離
回
収
、
水

素
関
連
な
ど
の
領
域
で
、

社
会
科
学
的
取
組
も
含

め
て
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
１
件
あ
た
り
の
助
成

額
は
１
�
０
０
０
万
円
程

度
で
は
あ
り
ま
す
が
、民
間

資
金
の
特
徴
を
活
か
し
な

が
ら
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
等
国
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
へつ
な
げ
る

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
と
考
え
て
運

用
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
か
ら

毎
年
実
施
し
、
延
べ

件
４０

循
環
と
い
う
考
え
方
が

重
要
な
の
で
す
ね
。

再
エ
ネ
だ
け
で
は
Ｃ
Ｏ

2
は
削
減
で
き
て
も
、経
済

成
長
し
な
が
ら
の
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
は
実
現
で
き
ま

せ
ん
。Ｃ
Ｏ
2
を
悪
者
扱
い

す
る
の
で
は
な
く
、
炭
素
の

循
環
、
す
な
わ
ち
、
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
考
え

方
に
立
脚
し
た
「
循
環
炭

素
社
会
」
の
構
築
を
通
じ

て
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
、
地
球
温

暖
化
へ
の
対
応
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
ア
ク
セ
ス
の
改
善
の
両

立
が
可
能
と
な
り
、
中
長

期
に
わ
た
る
日
本
及
び
世

界
の
持
続
的
発
展
に
つ
な

げ
て
い
く
方
向
性
が
示
せ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
「
循
環
炭
素
社
会
」

の
構
築
の
た
め
に
は

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

の
広
報
・
普
及
も
重
要
で

す
ね
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
も
活
用
し
な
が
ら
、
先

に
述
べ
た
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
の
意
義
を
科
学
に
基

づ
い
た
情
報
発
信
を
通
じ

て
広
く
周
知
し
、
専
門
家

か
ら
一
般
の
方
ま
で
幅
広

い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
得
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

一
部
に
あ
る
「
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
2
を
無
く
す
こ
と
の
み

が
地
球
温
暖
化
を
解
決

す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
」

「
カ
ー
ボ
ンニュ
ー
ト
ラ
ル
の
目

本
質
は
、
人
類
が
産
業
革

命
以
降
あ
ま
り
に
も
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
化
石
燃
料
を

利
用
・
燃
焼
さ
せ
て
き
た
こ

と
に
よ
っ
て
自
然
の
バ
ラ
ン
ス

を
超
え
て
大
気
中
の

Ｃ

Ｏ
2
が
増
え
て
し
ま
っ
た
た

め
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。徹

底
し
た
排
出
削
減
を

し
て
も
、
２
０
５
０
年
に

Ｃ
Ｏ
2
は
排
出
ゼ
ロ
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
、
す
な
わ
ち
、
Ｃ
Ｏ

2
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
、「
徹
底
し
た
排
出
削
減

後
、
ど
う
工
夫
し
て
も
排

出
す
る
こ
と
に
な
る
Ｃ
Ｏ

2
」
と「
科
学
技
術
の
力
で

固
定
化
・
資
源
化
さ
せ
る

Ｃ
Ｏ
2
」
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ

て
、
実
質
の
排
出
量
を
差

し
引
き
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
人
類
が
果
た
す

べ
き
は
、
こ
の
増
え
す
ぎ
た

Ｃ
Ｏ
2
を
イ
ノ
ベ
ー
ション
に

よ
っ
て
資
源
と
し
て
活
用
・

循
環
さ
せ
、自
然
本
来
の
バ

ラ
ン
ス
に
戻
す
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
植
物
な
ど

の
自
然
の
力
を
借
り
る
こ

と
や
模
倣
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

ま
た
、
異
常
気
象
な
ど

す
で
に
起
こ
り
つ
つ
あ
る
現

象
を
も
踏
ま
え
、
防
災
を

中
心
と
し
た
地
球
温
暖
化

へ
の
適
応
に
つ
い
て
も
同
時

に
施
策
を
講
じ
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

―
―
再
エ
ネ
の
開
発
・
導

入
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
だ
け
で
な
く
、
炭
素

け
は
。

２
０
２
０
年

月
、菅

１０

総
理
が
所
信
表
明
演
説
に

て
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ

と
を
宣
言
し
、
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
を
は
じ
め
と
し
た

革
新
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

鍵
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。同

年

月
に
は
「
２
０

１２

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長

戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、
今

後
、
産
業
と
し
て
成
長
が

期
待
さ
れ
、か
つ
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
削
減
す
る

観
点
か
ら
も
取
組
が
不
可

欠
と
考
え
ら
れ
る
分
野
と

し
て
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

産
業
を
含
む

の
重
要
分

１４

野
が
設
定
さ
れ
、ま
た
、
２

兆
円
の
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
基
金
が
設
置
さ
れ
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
製
造
、

燃
料
製
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

等
製
造
、
Ｃ
Ｏ
2
分
離
回

収
の
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組

成
、
予
算
規
模
は
合
計
で

約
３
�
３
６
５
億
円
の
大

型
開
発
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、新
型
コロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
機

と
し
た
化
石
燃
料
の
高
騰

は
、
企
業
活
動
・
国
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

自
国
内
で
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ

2
や
そ
の
他
資
源
を
活
用

し
て
、燃
料
・
化
学
品
等
が

製
造
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
自
給
率
向
上
を
目
指

す
上
で
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
の
意
義
は
、
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

―
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
こ

と
の
意
味
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

Ｃ
Ｏ
2
を
含
む
炭
素
化

合
物
の
多
く
は
自
然
界
由

来
で
あ
り
、
カ
ー
ボ
ン
、
す

な
わ
ち
炭
素
は
、
生
命
の

維
持
に
必
須
な
基
本
物
質

で
す
。

例
え
ば
、
植
物
は

Ｃ

Ｏ
2
を
原
料
に
炭
素
化
合

物
を
合
成
し
て
自
然
に
供

す
る
役
割
を
担
い
、
ま
た
、

私
た
ち
人
を
含
め
た
生
物

の
体
は
炭
素
を
骨
格
に
し

た
物
質
で
成
り
立
ち
、
地

球
全
体
で
の
炭
素
循
環
の

一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
問
題
の

を
発
表
し
、
２
０
２
２
年

８
月
に
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
進
捗
を
更
新
し

て
い
ま
す
。

―
―
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣

言
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
の
位
置
づ

断
組
織
で
す
。
寄
付
金
を

原
資
と
し
て
広
報
活
動
や

研
究
助
成
活
動
を
通
し

て
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
支
援

を
行
う
こ
と
を
行
う
こ
と

を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
６
月
に

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
提
言
」

―
―
一
般
社
団
法
人

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ァ
ン
ド
（
Ｃ
Ｒ
Ｆ
）
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ

い
。Ｃ

Ｒ
Ｆ
は
、
循
環
炭
素

社
会
実
現
を
目
指
し
、
１

５
０
以
上
の
企
業
・
個

人
・
学
術
機
関
・
地
方
自

治
体
が
加
入
す
る
業
界
横

２
０
１
９
年
２
月
、
経
済
産
業
省
は
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
室
を
設
置
、

同
年
８
月
に
は
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ン
ド
（
Ｃ
Ｒ
Ｆ
）
が
設
立
さ

れ
た
。
Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
循
環
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
し
、
１
５
０
以
上
の
企
業
・

個
人
・
学
術
機
関
・
地
方
自
治
体
が
加
入
す
る
業
界
横
断
組
織
で
あ
る
。
寄

付
金
を
原
資
と
し
た
広
報
活
動
や
研
究
助
成
活
動
等
を
通
し
て
、
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
支
援
を
行
う
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い

る
。
一
昨
年
６
月
に
は
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

提
言
」
を
発
表
し
、
昨
年
８
月
に
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
更
新
し
た
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
を
訪
ね
、
橋
口
専
務
理
事
に
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋
常
郎
）

一般社団法人
カーボンリサイクルファンド

（ＣＲＦ）
専務理事

橋口　昌道氏

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」

業
界
横
断
、
産
学
官
連
携
で
社
会
実
装
を
加
速

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
提
言

化
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

自
治
体
や
地
場
の
企
業

と
連
携
し
た
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
モ
デ
ル
事
業
Ｆ
Ｓ
を

行
う「
社
会
実
装
ワ
ー
キ
ン

グ
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
広
島
県
、
特

に
、竹
原
市
を
中
心
と
し
て

モ
デ
ル
事
業
化
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
、カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
地
方
活
性

化
の
具
体
化
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

ま
た
、
研
究
の
成
果
を

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ

と
、あ
る
い
は
、ビ
ジ
ネ
ス
化

す
る
こ
と
の
支
援
に
力
を

入
れ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ

れ
ら
の
活
動
そ
の
も
の
が
、

国
際
連
携
や
地
方
創
生
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
―
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
源
対

策
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

植
林
や
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

が
有
効
で
あ
り
、
ま
た
、
高

層
ビ
ル
の
木
材
利
用
や
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
等
が
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
重
要
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
広
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
、
２
０
２
２

年
８
月
に
群
馬
県
安
中

市
に
て
約
５
年
で
成
木
に

な
る
早
生
桐
の
植
樹
に
参

加
ま
し
た
。

今
後
、
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
源

対
策
と
し
て
、
植
林
フ
ァ
ン

ド
の
設
置
な
ど
、早
生
樹
の

植
林
活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
、
今
後
も
、

会
員
企
業
に
寄
り
添
っ
て
、

ま
た
、
一
体
と
な
っ
て
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

少
し
で
も
ご
興
味
を
持
っ
て

頂
け
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
、

お
声
を
か
け
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
学
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
等
の
基
礎
的
研
究
を
支
援

過
去
３
年
間
の
活
動
で

件
を
採
択

40

過
去
の
成
果
が
G
I
基
金
等
の
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択

　会員一覧
　　117法人、21個人、11自治体、6学術　(2023 年 1月 4日時点 )

～業種を超えた連携によるカーボンリサイクルの実現～
＜化学＞
旭化成株式会社
ＡＧＣ株式会社
キャポットジャパン株式会社
ＪＳＲ株式会社
ＤＩＣ株式会社
デンカ株式会社
東レ株式会社
戸田工業株式会社
BASFジャパン株式会社
三井化学株式会社
三菱ガス化学株式会社
三菱ケミカル株式会社
＜電力＞
電源開発株式会社
東京電力ホールディングス
株式会社
中国電力株式会社
＜精密・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ ＞
Orbray 株式会社
ウシオ電機株式会社
株式会社島津製作所
古河電気工業株式会社
＜エネルギー＞
出光興産株式会社
伊藤忠エネクス株式会社
�ＩＮＰＥＸ
ENEOSホールディングス

株式会社
大阪ガス株式会社
山陰酸素工業株式会社
石油資源開発株式会社
東京エコサービス株式会社
東京ガス株式会社
東芝エネルギー

システムズ株式会社
日本コークス工業株式会社
株式会社日立製作所
＜ＣＯ２利用･再エネ・
リサイクル＞
�環境システムズ
�ＣＯ２資源化研究所
地熱技術開発株式会社
株式会社ユーグレナ

＜鉄・セメント＞
會澤高圧コンクリート株式会社
�神戸製鋼所
住友大阪セメント株式会社
日本製鉄株式会社
太平洋セメント株式会社
三井金属鉱業株式会社
UBE三菱セメント株式会社
＜商社＞
伊藤忠商事株式会社
コスモス商事株式会社
ＪＦＥ商事株式会社
住友商事株式会社
西華産業株式会社
双日株式会社
東京産業株式会社
東京貿易ホールディングス

株式会社
豊田通商株式会社
丸紅株式会社
三井物産株式会社
三菱商事株式会社
＜重工業＞
株式会社ＩＨＩ　
川崎重工業株式会社
住友重機械工業株式会社
三菱重工業株式会社
＜エンジニアリング＞
�荏原製作所
JFEエンジニアリング株式会社
千代田化工建設株式会社
東洋エンジニアリング株式会社
日揮ホールディングス株式会社
日鉄エンジニアリング株式会社
日本ガイシ株式会社
日立造船株式会社
�日立パワーソリューションズ
株式会社フソウ
横河電機株式会社
＜印刷 ･映像 ･翻訳＞
大日本印刷株式会社
凸版印刷株式会社
株式会社サン・フレア
＜自動車 ･自動車部品＞
愛三工業株式会社

日産自動車株式会社
日本特殊陶業株式会社
＜航空・交通・輸送＞
株式会社ジャムコ
＜土木・建設・不動産＞
株式会社 FKGコーポレーション
株式会社大林組
大森建設株式会社
鹿島建設株式会社
株式会社熊谷組
清水建設株式会社
新日本空調株式会社
大成建設株式会社
太平電業株式会社
東亜建設工業株式会社
Dome Gold Mines Ltd.
�日立プラントサービス
ヒューリック株式会社
�福岡建設合材
�福祉開発研究所
�フューチャーエステート
株式会社ベルテクスコー

ポレーション
株式会社豊正
三井不動産株式会社
若築建設株式会社
＜金融関連＞
�大和証券グループ本社
東京海上日動火災保険（株）
日本生命保険相互株式会社
富国生命保険相互株式会社
�みずほフィナンシャルグループ
�三井住友銀行
三井トラスト・パナソニック
ファイナンス株式会社
�三菱ＵＦＪ銀行
＜食品＞
アサヒクオリティ アンド
  イノベーションズ株式会社
＜ＩＴ・分析・評価＞
�エヌ・ティ・ティ・データ
経営研究所
富士通株式会社
ボストン・コンサルティング・
グループ合同会社

みずほリサーチ＆
テクノロジーズ株式会社

株式会社三菱総合研究所
�小売・消費財�
株式会社 TBM
＜その他関連団体等＞
KDDI 株式会社
（一財）石炭フロンティア機構
JX金属戦略技研株式会社
（一財）電力中央研究所
（公財）名古屋産業科学研究所
（一財）日本エネルギー

経済研究所
（一社）コンビナート連携

推進機構
＜個人会員＞
石川勝之、上埜博基、
栄長泰明、大野陽太郎、
郭　嬋、　勝　欣一、
河村博行、櫻井重利、
高橋常郎、武石雅之、
武内亜弥、寺島千晶、
橋本健二、塙　守幸、
平井秀武、峯村健司
山田秀尚、吉原朋成、
吉田泰二、鬼形博之、
中川　康
＜自治体会員＞
北海道、秋田県、
香川県、広島県、
山口県、
北海道苫小牧市、
群馬県安中市、
広島県大崎上島町、
広島県竹原市、
山口県周南市、
長崎県西海市
＜学術会員＞
有村俊秀（早稲田大学）
坂西欣也（産総研）
学校法人東京理科大学
国立大学法人長崎大学
百瀬和（秋田大学）
森義仁（お茶の水女子大学）

名称 /一般社団法人カーボンリサイクルファンド（CRF）名称 /一般社団法人カーボンリサイクルファンド（CRF）
設立日 /2019 年（令和元年）8月 30日設立日 /2019 年（令和元年）8月 30日

主たる事務所 /〒 105-0003 東京都港区西新橋三丁目 2番 1号主たる事務所 /〒 105-0003　東京都港区西新橋三丁目 2番 1号
Daiwa西新橋ビル3             　　　　　　　　　　　　　　　Daiwa西新橋ビル3階階

TEL：03-6432-0011TEL：03-6432-0011
E-mail：info@carbon-recycling-fund.jpE-mail：info@carbon-recycling-fund.jp
URL：https://carbon-recycling-fund.jpURL：https://carbon-recycling-fund.jp//

2020 ～ 2022 年度で延べ 40件を採択、一部は、ＮＥＤＯ等国プロジェクトへ採択
●ＮＥＤＯ・環境省事業：廃海水と生体アミンを用いた新たなＣＯ２鉱物化法の開発
（北里大学　安元剛講師）（ＣＲＦ会員の出光興産株式会社と共同研究）
●ＧＩ基金事業：超効率的なＣＯ２利用ポリウレタン原料製造法の開発
（産業技術総合研究所　竹内勝彦氏）
●ＪＳＴ／ＯＰＥＲＡ：微細藻由来バイオ燃料実用化のボトルネック解消のための育種
（中央大学　原山重明教授）（スタートアップの株式会社アルガルバイオとの共同研究）
●ＪＳＴ／未来社会創造事業：低コストＣＯ２フリー水素製造に向けたＣＯ２吸着剤の開発
（広島大学　犬丸啓教授）（ＣＲＦ会員の電源開発株式会社との共同研究）
●環境省事業：瀬戸内「カーボンリサイクルコンビナート」の実現に向けた研究
（広島大学　市川貴之教授）
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（9）　　　　　　　２０２３年（令和５年）１月３０日 経　産　新　報 ［カーボンニュートラルへの挑戦］

カーボンニュートラルに挑戦する
出
光
は
、
多
様
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
責
任
を

果
た
し
な
が
ら
、
同
時
に

低
炭
素
社
会
に
貢
献
す

る
た
め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
・
循
環
型
社

会
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ

テ
リ
ア
ル
ト
ラ
ン
ジ
シ

ョ
ン
を
推
進
し
て
い
ま

す
。２

０
２
２
年

月
１１

１６

日
に
公
表
し
た
中
期
経

営
計
画（
２
０
２
３
〜
２

０
２
５
年
度
）
で
は
、
当

社
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を

あ
げ
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
の

供
給
体
制
と
資
源
循
環

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
社

会
実
装
を
図
る
野
心
的

な
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。従

来
目
標
を
引
き
上

げ
、２
０
３
０
年
に
は
自

社
操
業
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
（
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１

＋
２
）を
２
０
１
３
年
比

で
▲

％
削
減
し
て
い

４６

き
ま
す
。

出
光
の
様
々
な
取
り

組
み
の
中
で
、
本
紙
で
は

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
を
活
用
し
た
Ｃ
Ｏ

２
固
定
化
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
の
用
途
開
発
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
を
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
と
し
て
再
資
源
化

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
と
は
、
Ｃ
Ｏ
２
を
炭
素

資
源
と
捉
え
、
化
学
品
、

燃
料
、
鉱
物
な
ど
に
利
用

す
る
取
り
組
み
で
す
。
出

光
は
、
経
済
産
業
省
が
主

催
す
る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
技
術
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
検
討
会
に
委
員
と

し
て
参
加
す
る
と
と
も

に
、
Ｃ
Ｏ
２
を
固
定
化
し

た
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の

研
究
開
発
・
社
会
実
装
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
は

適
用
可
能
な
土
木
・
建
設

資
材
の
市
場
規
模
が
大

き
い
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減
に
対
し
て
大
き
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し

て
い
ま
す
。

出
光
で
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

（
国
立
研
究
開
発
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
）
の
研

究
開
発
委
託
事
業
や
他

社
と
の
共
同
研
究
に
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
廃
棄
物

等
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ

ウ
ム
を
用
い
て
、
ボ
イ

ラ
ー
等
か
ら
排
出
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２
を
固
定
化
す

る
技
術
の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。

日
本
初
の
グ
リ
ー

ン
な
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装

年
間

万
�
の

５０

Ｃ
Ｏ
２
固
定
化

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

昨
年
、
日
本
初
と
な
る

（
弊
社
調
べ
）
排
ガ
ス
中

の
Ｃ
Ｏ
２
を
固
定
化
し

た
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を

用
い
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
を
弊
社
石
炭
・
環
境

研
究
所
に
て
実
施
し
ま

し
た
。

今
回
用
い
た
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造

工
場
で
発
生
す
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
廃
棄
物
を
元

に
し
た
高
濃
度
カ
ル
シ

ウ
ム
排
水
と
、
工
場
内
ボ

イ
ラ
ー
排
ガ
ス
中
の
Ｃ

Ｏ
２
を
反
応
さ
せ
て
製

造
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
Ｃ
Ｏ
２
固
定
化

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
石

粉
（
石
灰
石
を
粉
砕
し
た

も
の
）
の
代
わ
り
に
使
用

し
、
弊
社
が
見
出
し
た
独

自
の
配
合
設
計
を
行
っ

て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合

物
を
製
造
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
環
境
を
意
識

し
て
緑
色
舗
装
を
採
用

し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合

物
の
舗
装
厚
４
�
で
面

積
５
０
０
�
の
試
験
舗

装
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
試
験
舗
装
で
は
１
�

当
た
り
約
１
�
、
全
体
で

約
５
０
０
�
の
Ｃ
Ｏ
２

を
固
定
化
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

日
本
全
国
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
混
合
物
の
出
荷

量
は
年
間
約
４
�０
０
０

万
�
で
あ
る
た
め
、
混
合

物
中
に
約
３
％
含
有
さ

れ
る
石
粉
を
全
て
Ｃ
Ｏ

２
固
定
化
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
に
置
き
換
え
た
場

合
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

の
中
に
年
間
約

万
�

５０

の
Ｃ
Ｏ
２
を
固
定
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
に
使
用
す
る
Ｃ
Ｏ

２
固
定
化
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
の
実
用
化
に
向
け

て
様
々
な
分
析
・
試
験
を

行
っ
て
お
り
、２
０
２
３

年
度
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ

ラ
ン
ト
を
建
設
し
、
２
０

２
４
年
度
に
は
販
売
を

開
始
す
る
計
画
で
す
。

産
業
廃
棄
物
を
有
効

活
用
し
た
Ｃ
Ｏ
２
固
定

化
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
以

外
に
も
土
木
・
建
設
資
材

と
し
て
需
要
が
見
込
め

ま
す
。

さ
ら
な
る
用
途
開
発

を
進
め
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。

２
０
５
０

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

社
会
の
実
現
に
向
け
た
出
光
の
取
り
組
み

社
会
の
実
現
に
向
け
た
出
光
の
取
り
組
み

Ｃ
Ｏ
２
固
定
化
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
入
り

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
材
の
用
途
開
発

出
光
興
産

出
光
興
産

２
０
３
０
年
自
社
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

％
削
減
へ

４６

日
本
初
、排
ガ
ス
中
の
Ｃ
Ｏ
２
固
定
化
し
た
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
を
製
造
し
試
験
舗
装
を
実
施

２
０
２
４
年
度
に
は
販
売
を
開
始
す
る
計
画

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
、２
０
３

０
年
度
ま
で
に
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実

現
す
る
こ
と
を
宣
言
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
地

局
の
省
電
力
化
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
な
ど
に
よ
り
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
紙
で
は
、
そ
の
具
体

的
な
取
り
組
み
の
一
端

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

省
エ
ネ
の
取
り
組
み

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
省
エ
ネ

の
取
り
組
み
の
一
例
と

し
て
、「
サ
ー
バ
ー
の
液

浸
冷
却
」
技
術
の
導
入
を

目
指
し
て
、
三
菱
重
工
業

株
式
会
社
・
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ

ツ
エ
ス
ア
イ
株
式
会
社

と
共
に
実
証
実
験
を
進

め
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
５
Ｇ
を

中
心
と
し
た
７
つ
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
でSociety

5・
0

の
循
環
を
加
速
さ

せ
る
次
世
代
社
会
構
想

「
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

Accelera
te5・

0

」
を
発
表
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
支
え
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
は

よ
り
多
く
の
通
信
と
演

算
が
必
要
と
な
り
よ
り

多
く
の
電
力
を
消
費
し

ま
す
。

そ
の
た
め
、
サ
ー
バ
ー

が
発
す
る
熱
を
冷
却
す

る
た
め
の
消
費
電
力
量

を
抑
制
し
、
環
境
に
与
え

る
影
響
を
最
小
限
に
留

め
る
べ
く
、
サ
ー
バ
ー
を

オ
イ
ル
の
中
に
漬
け
て

冷
却
す
る
液
浸
冷
却
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
の

活
用
を
目
指
し
実
証
実

験
を
行
い
ま
し
た
。

本
技
術
に
よ
り
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

消
費
電
力
は
約

％
の

４３

削
減
が
見
込
ま
れ
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
抑
制
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
基
地
局
に

つ
い
て
も
、
通
信
基
地
局

の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
変
化

を
分
析
し
、
お
客
様
に
影

響
が
な
い
範
囲
で
電
波

の
発
射
を
抑
制
す
る
こ

と
で
、
消
費
電
力
の

削

減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

再
エ
ネ
・
創
エ
ネ
の

取
り
組
み

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
で
は
、
国
内

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
含

む
国
内
通
信
局
舎
の
使

用
電
力
を
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
の
電

力
へ
順
次
切
り
替
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
、

環
境
課
題
に
取
り
組
む

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

へ
の
出
資
を
行
う
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ

G
reen

Partner
s
Fund

を
通
じ
て
、
次
世

代
太
陽
電
池
と
し
て
期

待
さ
れ
る
「
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
太
陽
電
池
」
の
開
発

を
行
う
株
式
会
社
エ
ネ

コ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
に
出
資
を
し
て
お
り
、

将
来
的
に
携
帯
電
話
基

地
局
へ
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
太
陽
電
池
の
導
入

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
再
エ
ネ
大
量

導
入
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の

実
現
後
の
、
さ
ら
な
る
電

力
需
要
増
を
見
据
え
て
、

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し

な
い
核
融
合
発
電
の
早

期
実
現
に
取
り
組
む
株

式
会
社H

elicalFusion

に
出
資
を
し
て
い
ま
す
。

【
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
の
取
り
組
み
】

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

総
合
研
究
所
は
、
三
重
県

鳥
羽
市
と
共
に
、
水
上
ド

ロ
ー
ン
と
画
像
処
理
技

術
を
活
用
し
て
、
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
算
定
に
必
要

な
藻
場
調
査
の
実
証
実

験
を
実
施
し
ま
し
た
。

先
端
技
術
の
活
用
に

よ
る
海
洋
Ｄ
Ｘ
で
藻
場

の
生
態
系
や
分
布
面
積

の
把
握
な
ど
の
調
査
作

業
の
効
率
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
水
中
環
境
に

関
す
る
情
報
や
よ
り
幅

広
い
海
域
の
デ
ー
タ
を

蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
、

藻
場
を
対
象
と
す
る

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

制
度
の
推
進
に
貢
献
し

ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
総
合
研
究

所
で
は
、
藻
類
の
一
種
で

あ
る
イ
シ
ク
ラ
ゲ
（
学

名：
N
ostoc

com
m
un

e

）
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

吸
収
・
固
定
と
、
イ
シ
ク

ラ
ゲ
の
産
出
す
る
多
糖

類
を
原
料
に
し
た
様
々

な
物
質
へ
の
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
現
に

向
け
て
、
信
州
大
学
と
共

同
研
究
を
進
め
て
お
り
、

二
酸
化
炭
素
吸
収
・
固
定

能
力
の
向
上
に
成
功
し

て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
こ
れ
か

ら
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
へ
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
地
球
規

模
の
課
題
で
あ
る
気
候

変
動
問
題
の
解
決
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
実
現
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

を
実
現
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
気
候
変
動
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
消
費
電
力
を
約

％
削
減
へ

４３

自
社
設
備
へ
の「
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
」活
用
を
検
討

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
算
定
に
必
要
な
藻
場
調
査
実
証
実
験

イ
シ
ク
ラ
ゲ
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
・
固
定
に
成
功

CO2固定化炭酸塩を用いたアスファルト舗装（出光石炭・環境研究所）アスファルト舗装への合成炭酸カルシウムの適用

アスファルト混合物：
　交通の安全性・快適性
　塑性変形性・浸透性

路盤（砕石、砂利）：
  路床脆弱化・凍土抑制

  路床（土）：
  荷重を路体に均一分散

  路体：地盤

表面

断面

アスファルト
骨材を結合。水
の侵入を防止

石粉（石灰石）
骨材の隙間を充
填。安定性と粘
性を付与

細骨材
粗骨材の隙間を
充填し、安定性
を高める

粗骨材
舗装の骨格。道
路にかかる荷重
を支える

合
成
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で
置
き
換
え

図 1　ＫＤＤＩのカーボンニュートラル目標

2030 年度
KDDI

カーボンニュートラル

ＣＯ２排出量
（ｔ-CO２)

100 万

０

105 万

通信設備の
電気使用に伴う
ＣＯ２排出量
携帯電話基地局
局舎・ＤＣ

オフィス

2019 年度 2030 年度
目標

省エネ施策＋
再生エネルギー切替
による削減
＊省エネ施策：３Ｇ停波、設備共有、
　省エネ技術導入　等

2050 年度から
20年前倒し

2050 年度

図 2　藻場調査に用いる水上ドローン

昇降装置

水中カメラ
（昇降装置を操作して上下に）動かす

廃コンクリート等の産業廃棄物を炭酸塩化してCO2を固定

コンクリート廃棄物等
CO2

土木・建設資材 炭酸カルシウム 高付加価値材料

CaCO3

カルシウムイオン

炭酸塩化

図3　糖質含有量の多い藻類（イシクラゲ）を用いたカーボンリサイクルの取り組み

他の微細藻類と比べてバイオプラスチック等の原料となる多糖の含有量が多い

イシクラゲ ユーグレナ スピルリナ

：糖質 ：たんぱく質 ：その他

２
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下
水
汚
泥
は
衛
生
処

理
の
観
点
か
ら
多
く
が

焼
却
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
下
水
汚
泥
の
脱
水
汚

泥
は
通
常
水
分
を

％
７５

以
上
含
ん
で
お
り
自
燃

し
な
い
た
め
、
流
動
床
炉

に
よ
り
熱
媒
体
で
あ
る

砂
と
汚
泥
を
高
温
空
気

で
激
し
く
混
合
攪
拌
し

な
が
ら
、
補
助
燃
料
を
投

入
し
て
焼
却
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
従
来
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
型
で
あ
っ

た
下
水
汚
泥
焼
却
処
理

に
対
し
、
化
石
燃
料
を
使

用
せ
ず
、
下
水
汚
泥
の
持

つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電

を
行
い
、
一
定
規
模
以
上

で
は
消
費
電
力
以
上
の

発
電
電
力
を
得
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
創
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
階
段
炉
下

水
汚
泥
焼
却
発
電
シ
ス

力
）
の
創
エ
ネ
型
施
設
へ

と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
大
幅
に
低
減
し
、
補
助

燃
料
と
し
て
使
用
し
て

い
た
化
石
燃
料
が
不
要

と
な
る
技
術
を
開
発
し

た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
国
内
で
導
入
実
績

を
有
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と

し
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

高
い
も
の
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
率
の
低
い
下

水
汚
泥
に
着
目
し
、
今

後
、
全
国
自
治
体
の
所
有

す
る
汚
泥
処
理
施
設
の

更
新
に
合
わ
せ
て
、
導
入

す
る
こ
と
で
経
済
性
と

Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
の
面
で

高
く
評
価
す
る
も
の
で

あ
る
。

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
概

要
】

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

本
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
で

あ
っ
た
下
水
処
理
施
設

を
国
内
で
初
め
て
創
エ

ネ
ル
ギ
ー
型
の
施
設
へ

転
換
で
き
る
技
術
を
確

立
し
市
場
に
導
入
し
た

も
の
。

一
般
廃
棄
物
焼
却
炉

で
導
入
さ
れ
て
い
る
階

段
炉
焼
却
シ
ス
テ
ム
と

廃
熱
ボ
イ
ラ
、
発
電
機
お

よ
び
乾
燥
機
に
よ
る
廃

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
一

例
と
し
て
処
理
量
１
０

０
�
／
日
の
場
合
、

�
４７

２
７
８
Ｇ
Ｊ
／
年（
消
費

電
力
＋
補
助
燃
料
）
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
施
設

か
ら
、３
８
９
Ｇ
Ｊ
／
年

（
発
電
電
力－

消
費
電

て
い
る
。

組
合
は
こ
の
技
術
力
で
、

他
社
と
先
に
実
施
し
て
い

た
他
の
発
電
所
の
改
造
を

自
ら
行
い
、
事
業
収
入
を

％
以
上
向
上
さ
せ
て
お

１０り
、地
域
への
技
術
移
転
が

成
功
し
、
地
域
の
収
益
及

び
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に

繋
が
っ
た
事
例
と
な
っ
て
い

る
。ま

た
、組
合
は
、竹
中
工

務
店
が
全
国
か
ら
収
集
し

た
情
報
を
活
用
し
、
地
元

の
観
光
協
会
と
連
携
し
て

ペッ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
発
酵

料
理
な
ど
の
勉
強
会
も
実

施
し
て
い
る
。さ
ら
に
は
、地

域
活
性
化
の
た
め
、新
た
な

事
業
展
開
を
模
索
し
、

様
々
な
事
業
者
と
の
新
た

な
事
業
発
掘
に
向
け
た
意

見
交
換
を
活
発
に
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
事
業
は

地
域
の
資
源
で
あ
る
温
泉

を
活
用
し
た
地
域
と
共
生

し
た
発
電
事
業
で
あ
り
、

小
規
模
な
が
ら
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
事

業
で
あ
る
。

本
事
業
は
株
式
会
社

竹
中
工
務
店
と
奥
飛
騨

宝
温
泉
協
同
組
合
（
以
下

「
組
合
」）
と
の
共
働
事
業

で
あ
る
。

域
外
資
本
で
あ
る
竹
中

工
務
店
の
技
術
力
・
リ
ス
ク

許
容
力
と
、
温
泉
郷
の
活

力
の
基
礎
と
な
る
温
泉
供

給
を
実
施
す
る
力
を
持
っ

た
組
合（
組
合
員

名
）と

５６

が
上
手
く
融
合
し
、
本
事

業
が
成
立
し
た
。

組
合
が
蒸
気
や
冷
却
水

を
供
給
し
、
竹
中
工
務
店

が
発
電
所
を
建
設
、
運
営

す
る
ス
キ
ー
ム
で
あ
り
、
発

電
し
た
電
力
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
売

電
以
外
に
、
温
泉
供
給
に

必
要
な
組
合
の
給
湯
ポ
ン

プ
な
ど
に
も
売
電
し
、
地

域
の
温
泉
供
給
の
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
化
も
実
現
し
て
い

る
。発

電
所
の
管
理
を
組
合

に
委
託
す
る
こ
と
で
、
組
合

が
発
電
設
備
自
体
の
仕
組

み
を
理
解
し
、
日
々
技
術

力
を
向
上
さ
せ
、
現
在
で

は
設
備
の
不
具
合
防
止
対

策
な
ど
の
提
案
や
施
工
を

積
極
的
に
行
う
ま
で
に
な
っ

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

本
事
業
は
、
既
存
の
温

泉
井
を
利
用
し
た
地
域
共

同
型
小
規
模
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
事
業
（

�
）
で
あ

５０

り
、
温
泉
組
合
が
蒸
気
や

冷
却
水
を
供
給
し
、
企
業

側
が
発
電
所
を
建
設
、
運

営
す
る
事
業
ス
キ
ー
ム
で
あ

る
。大

企
業
と
地
域
の
温
泉

協
同
組
合
の
共
同
事
業
で

あ
り
、
維
持
管
理
を
地
域

の
力
で
行
う
な
ど
地
域
へ
の

技
術
移
転
に
よ
り
、
地
域

の
モ
チ
ベ
ー
ション
向
上
や
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
。

火
山
立
国
の
日
本
に
お

い
て
、
温
泉
発
電
の
有
効

活
用
は
非
常
に
重
要
な
課

題
で
あ
る
中
、本
件
の
よ
う

な
小
規
模
な
が
ら
も
地
域

と
共
生
し
た
形
で
温
泉
発

電
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
る
事
例
は
他
地
域
の
波

及
が
期
待
さ
れ
る
。

【
地
域
共
生
の
概
要
】

経　産　新　報［新エネ大賞］

【
地
域
共
生
部
門
】

奥
飛
騨
温
泉
郷
に
お
け
る
地
域
共
同

型
小
規
模
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
事
業

（
株
）
竹
中
工
務
店

奥
飛
騨
宝
温
泉
協
）

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
】

階
段
炉
下
水
汚
泥
焼
却
発
電
シ
ス
テ
ム

（
株
）
タ
ク
マ

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和 4444444444444444444444 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

【
分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
モ
デ
ル
部
門
】

「
再
エ
ネ
の
最
大
導
入
、最
大
活
用
」

を
目
的
と
し
た
熱
と
電
気
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

鹿
追
町

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
株
）

ア
ル
ス
・
ゼ
ー
タ
（
有
）

伊
藤
組
土
建
（
株
）

【
分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
モ
デ
ル
部
門
】

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
ゴ
ミ
に
し
な
い

リ
ユ
ー
ス
パ
ネ
ル
を
用
い
た

オ
ン
サ
イ
ト
P
P
A
モ
デ
ル

（
一
社
）離
島
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所

J
R
西
日
本
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ（
株
）

五
島
市
民
電
力（
株
）

【
分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
モ
デ
ル
部
門
】

地
熱
を
活
用
し
た
グ
リ
ー
ン
水
素
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
取
り
組
み

（
株
）
大
林
組

玖
珠
郡
九
重
町

発
電
規
模

１
２
５

�
（
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
）

水
電
解
装
置

Ｐ
Ｅ

Ｍ
型水

素
製
造
量

Ｎ
１０

�
／
時（
０
・
９
�
／
時
）

供
給
先

ト
ヨ
タ
自

動
車
、
ヤ
ン
マ
ー
パ
ワ
ー

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
製
品
研
究
試

験
セ
ン
タ
ー
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
福
岡
酸

素
、
江
藤
産
業
）

◎
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
の
地
熱
由
来
水
素
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築

事
業
期
間
２
０
１
８

年
度
〜
２
０
２
４
年
度

（
フ
ェ
ー
ズ
１：

Ｎ
Ｚ

国
内
）２
０
２
１
年
に
プ

ラ
ン
ト
完
成
、
試
験
販
売

開
始立

地
場
所

ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
北
島
中
央

部
の
タ
ウ
ポ

受
電
規
模

１
・
５
Ｍ

Ｗ
（
隣
接
す
る
地
熱
発
電

所
よ
り
直
接
受
電
）

水
電
解
装
置

Ｐ
Ｅ

Ｍ
型水

素
製
造
量

２
５

０
Ｎ
�
／
時
（

・
５
�

２２

／
時
、年
間
最
大
１
８
０

�
）供

給
先

オ
ー
ク
ラ

ン
ド
交
通
局
、
ト
ヨ
タ
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ヒ
ョ

ン
デ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
（
デ
モ
走
行
）

そ
の
他

燃
料
電
池
自

動
車
用
の
充
て
ん
装
置
設

済
み
。

り
、
技
術
革
新
に
よ
る
水

素
製
造
量
の
拡
大
と
水

素
価
格
の
低
減
に
向
け

た
取
組
み
と
し
て
将
来

性
を
高
く
評
価
す
る
も

の
で
あ
る
。

【
分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
モ
デ
ル
の
概
要
】

◎
大
分
県
九
重
町
で
の

地
熱
由
来
水
素
製
造

事
業
期
間

２
０
１

８
年
度
〜
２
０
２
３
年

度
※
延
長
可
能
性
あ
り

２
０
２
１
年
に
プ
ラ
ン

ト
完
成
、
実
証
開
始

立
地
場
所

大
分
県

地
で
の
水
素
消
費
量
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
管
理

す
る
）
独
自
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
用
い
た
地
産

地
消
モ
デ
ル
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す

る
な
ど
、
今
後
の
水
素
需

要
や
利
用
用
途
の
拡
大

が
期
待
出
来
る
取
組
み

で
あ
る
。

加
え
て
、
地
熱
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

現
地
企
業
と
協
同
し
地

熱
発
電
に
よ
る
水
素
製

造
量
の
大
規
模
化
に
関

す
る
実
証
研
究
中
で
あ

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

本
事
業
は
、
高
効
率
か

つ
生
産
性
の
高
い
グ

リ
ー
ン
水
素
製
造
を
地

熱
発
電
に
よ
る
電
力
を

用
い
て
国
内
で
初
め
て

実
施
す
る
も
の
。

特
に
、
系
統
連
系
が
難

し
い
山
間
部
と
い
う
立

地
条
件
を
、
貯
蔵
性
・
搬

送
性
に
優
れ
た
水
素
へ

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
す
る

こ
と
で
、
実
証
段
階
で
は

あ
る
も
の
の
需
要
家
と

提
携
し
、（
水
素
製
造
装

置
の
稼
働
状
況
と
需
要

貯
蔵
性
・
搬
送
性
に
優
れ
た

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換

地
産
地
消
モ
デ
ル
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
現
地
企
業
と
協
同

地
熱
発
電
の
水
素
製
造
量
大
規
模
化
を
実
証

搭
載
容
量
の
不
足
に
よ
り

Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
を
達
成
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
太

陽
光
発
電
の
普
及
拡
大
に

は
、
こ
れ
ら
屋
根
に
対
す

る
太
陽
電
池
の
搭
載
容
量

を
増
や
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
Ｏ
Ｌ

Ａ
Ｒ

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
は
、

サ
イ
ズ
・
形
状
が
異
な
る

４
種
類
の
太
陽
電
池
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
様
々
な
屋
根
形
状

に
合
わ
せ
て
効
率
良
く
設

置
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
搭
載
容
量
を
最
大
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
太
陽

電
池
モ
ジュ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
太
陽
電
池
モ
ジ

ュ
ー
ル
の
外
観
を
黒
色
で

統
一
す
る
こ
と
で
屋
根
に

美
し
く
調
和
す
る
デ
ザ
イ

ン
を
実
現
し
て
お
り
、
外

観
を
重
視
す
る
住
宅
の
搭

載
率
向
上
に
も
貢
献
で
き

る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
り
ま
す
。

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
概

要
】カ

ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
太
陽
光
発
電
の
更

な
る
普
及
拡
大
が
期
待
さ

れ
て
い
る
状
況
の
中
、
都

市
部
地
域
を
中
心
と
し
た

狭
小
住
宅
の
屋
根
に
お
け

る
太
陽
光
発
電
の
搭
載
率

の
向
上
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。住

宅
の
屋
根
に
太
陽
光

発
電
を
設
置
す
る
動
機
の

一
つ
に
、
住
宅
で
使
用
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
太
陽
光

発
電
で
創
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
賄
う
こ
と
に
よ
り
消
費

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
を

実
質
ゼ
ロ
以
下
と
す
る
Ｚ

Ｅ
Ｈ
基
準
の
達
成
が
あ
り

ま
す
が
、
必
要
と
す
る
発

電
量
を
み
た
す
た
め
に
は

住
宅
に
対
し
て
一
定
の
太

陽
電
池
容
量
の
搭
載
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

狭
小
住
宅
の
屋
根
で
は

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

本
商
品
は
、サ
イ
ズ
・
形

状
が
異
な
る
４
種
類
の
太

陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
様
々
な

屋
根
形
状
に
合
わ
せ
て
効

率
良
く
設
置
し
、
搭
載
容

量
を
最
大
化
で
き
る
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

セ
ル
実
効
変
換
効
率
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
大
型
化
に
よ

り
、
出
力
を
向
上
さ
せ
て

い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
の
一
層
の
普
及
拡
大

の
た
め
、
搭
載
容
量
ア
ッ
プ

と
も
に
デ
ザ
イ
ン
、
意
匠

性
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
で

あ
り
、
今
後
の
住
宅
用
太

陽
光
市
場
へ
の
着
実
な
伸

び
が
期
待
で
き
る
も
の
と

し
て
将
来
性
が
評
価
さ
れ

た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
】

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

貢
献
す
る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」

シ
ャ
ー
プ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

Ｃ
は
第
一
生
命
専
用
の
Ｎ

ｏ
ｎ
�
Ｆ
Ｉ
Ｔ
太
陽
光

発
電
所
を
新
規
に
開
発
・

保
有
・
運
営
し
、そ
こ
で
発

電
さ
れ
た
電
気
と
環
境
価

値
を
、
第
一
生
命
に
提
供

す
る
。

長
期
・
固
定
価
格
の
契

約
を
行
う
こ
と
で
、
第
一

生
命
に
と
っ
て
は
長
期
に
渡

り
安
定
的
に
再
エ
ネ
の
調

達
が
出
来
る
こ
と
、
燃
料

費
の
価
格
変
動
／
高
騰
リ

ス
ク
を
回
避
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ
に
と
っ
て

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
性

の
見
通
し
が
立
ち
や
す
く
、

再
エ
ネ
発
電
所
建
設
の
初

期
投
資
が
可
能
と
な
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
た
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
い
う
制

度
に
頼
る
こ
と
な
く
、
新
た

な
再
エ
ネ
発
電
所
が
増
え

る
こ
と
に
よ
り
、
追
加
的
・

実
効
的
な
気
候
変
動
対

策
と
し
て
貢
献
す
る
取
り

組
み
で
あ
る
。

て
評
価
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
オ
フ

サ
イ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ

Ａ
に
よ
る
追
加
性
の
あ
る

再
エ
ネ
調
達
に
つ
い
て
は
、

今
後
、業
界
内
への
広
が
り

が
大
い
に
期
待
で
き
る
。

【
導
入
活
動
部
門
の
概

要
】ク

リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
コ
ネ
ク

ト（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）が
第
一
生
命

専
用
の
小
規
模
太
陽
光

発
電
所
を
全
国

カ
所

２２

広
域
に
分
散
し
て
設
置
し
、

小
売
電
気
事
業
者
を
介

し
て
、
第
一
生
命
の
所
有

す
る
都
心
の
３
ビ
ル
に
新

規
に
創
出
さ
れ
た
再
エ
ネ

電
力
を

年
間
の
長
期
に

２０

わ
た
り
安
定
的
に
供
給
す

る
仕
組
み
で
あ
る
。

需
要
家
で
あ
る
第
一
生

命
と
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｃ
が
直

接
契
約
し
た
オ
フ
サ
イ
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
サ
ー

ビ
ス
契
約
に
基
づ
き
、Ｃ
Ｅ

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

使
用
電
力
の
１
０
０

％
再
エ
ネ
化
に
向
け
て
、
外

部
専
門
業
者
と
協
働
し

て
、
専
用
の
太
陽
光
発
電

所
を
オ
フ
サ
イ
ト（
全
国
２２

ヶ
所
、
電
力
量
約
２
０
０

万
ｋ
Ｗ
ｈ
／
年
）
に
設
置

し
、
新
規
に
創
出
さ
れ
た

再
エ
ネ
電
力
を
所
有
ビ
ル

に
供
給
す
る
オ
フ
サ
イ
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
発

電
事
業
者
が
需
要
家
専

用
の
発
電
所
を
電
力
需
要

施
設
の
敷
地
か
ら
離
れ
た

場
所
に
新
し
く
開
発
・
設

置
し
、
発
電
し
た
電
力
を

環
境
価
値
と
共
に
電
力
需

要
施
設
に
送
る
長
期
契
約

を
結
ぶ
事
業
モ
デ
ル
）を
活

用
し
た
取
組
み
で
あ
る
。

金
融
業
界
の
先
陣
を
切

っ
て
環
境
証
書
等
の
活
用

だ
け
で
は
な
く
、
オ
フ
サ
イ

ト
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
を

実
践
し
、再
エ
ネ
の
普
及
拡

大
に
向
け
た
取
組
み
と
し

【
導
入
活
動
部
門
】

第
一
生
命
の
地
球
環
境
へ
の
積
極

取
組
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
挑
戦

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

（
株
）
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
コ
ネ
ク
ト

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

太
陽
光
発
電
所
で
使

用
さ
れ
る
太
陽
光
パ
ネ

ル
は
、
将
来
、
産
業
廃
棄

物
と
し
て
排
出
さ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。本

事
業
は
、
リ
ユ
ー
ス

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
活
用

し
た
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ

Ａ
（
企
業
・
自
治
体
が
保

有
す
る
施
設
の
屋
根
や

遊
休
地
を
事
業
者
が
借

り
、
無
償
で
発
電
設
備
を

設
置
し
、
発
電
し
た
電
気

を
企
業
・
自
治
体
が
使
う

事
業
モ
デ
ル
）
に
よ
る
太

陽
光
自
家
消
費
モ
デ
ル

で
あ
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ

ユ
ー
ス
は
、
今
後
の
重
要

課
題
で
あ
り
先
進
的
な

取
組
み
と
し
て
評
価
さ

れ
た
。

リ
ユ
ー
ス
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
活
用
し
た
オ
ン

サ
イ
ト
P
P
Ａ
に
よ
る

太
陽
光
発
電
設
備
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
安
価
な
再
エ
ネ
供
給

を
実
現
し
て
お
り
、
今
後

は
補
助
金
な
し
で
も
事

業
が
成
立
す
る
可
能
性

を
示
し
た
将
来
性
が
あ

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と

し
て
評
価
さ
れ
た
。

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

本
シ
ス
テ
ム
は
、
町
役

場
や
病
院
な
ど
の
災
害

発
生
時
に
お
い
て
求
め

ら
れ
る
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
災
害

な
ど
の
緊
急
事
態
に
お

け
る
企
業
や
団
体
の
事

業
継
続
計
画
）
対
応
シ
ス

テ
ム
（
太
陽
光
発
電
、
蓄

電
池
）」
と
、
福
祉
施
設

や
温
水
プ
ー
ル
と
い
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

が
大
き
い
公
共
施
設
を

ま
と
め
た
「
電
気
・
熱
活

用
シ
ス
テ
ム
（
太
陽
光
発

電
、
地
中
熱
）」
の
２
つ

の
シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
自
営

線
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接

続
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

制
御
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
る
。

太
陽
光
発
電
設
備
設

置
に
際
し
て
は
遊
休
地

を
有
効
利
用
す
る
と
と

も
に
自
営
線
を
設
置
し
、

需
要
側
も
含
め
た
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス

テ
ム
を
実
現
し
て
お
り
、

先
進
的
な
モ
デ
ル
と
し

て
評
価
さ
れ
た
。

ま
た
、
需
要
地
が
火
力

発
電
所
な
ど
か
ら
離
れ

た
過
疎
地
が
多
い
地
域

で
の
普
及
が
期
待
で
き

る
。

連絡先

鹿追町役場企画課

北海道河東郡鹿追町東町１丁目１５番地１

TEL 0156-66-4032　 FAX 0156-66-1020
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連絡先
一般社団法人

離島エネルギー研究所（担当：宮本）
長崎県五島市東浜町 1-18-1
TEL：0959-72-8666
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一
般
財
団
法
人
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
財
団
は
１１

日
、令
和
４
年
度「
新

エ
ネ
大
賞
」受
賞
案
件

を
決
定
し
た
。
本
年

度
は
、
件
の
応
募
が

３６

あ
り
、
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
長
官
賞
２

件
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財

団
会
長
賞
９
件
の
合

計

件
を
新
エ
ネ
大

１１
賞
に
選
出
し
た
。表
彰

式
は
、
令
和
５
年
２

月
１
日（
水
）：１４

００

〜

：

、
東
京
ビ
ッ

１５

３０

グ
サ
イ
ト
（
会
議
棟

６
０
７－

６
０
８

会
議
室
）
で
行
わ
れ

る
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
長
官
賞
の
１
件

は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

部
門
の
「
階
段
炉
下

水
汚
泥
焼
却
発
電
シ

ス
テ
ム
」、
受
賞
者
は

（
株
）
タ
ク
マ
。も
う
１

件
は
、分
散
型
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
先
進
モ
デ
ル
部

門
の
「
地
熱
を
活
用

し
た
グ
リ
ー
ン
水
素
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築

の
取
り
組
み
」
で
、
受

賞
者
は
、（
株
）
大
林

組
で
あ
っ
た
。

令和 4年度「新エネ大賞」受賞案件一覧
★資源エネルギー庁長官賞 ( 商品・サービス部門 ) 階段炉下水汚泥焼却発電システム 受賞者 :( 株 )タクマ

★資源エネルギー庁長官賞 ( 分散型新エネルギー先進モデル部門 ) 地熱を活用したグリーン水素サプライチェーン構築の

　取り組み 　受賞者 :( 株 ) 大林組

★新エネルギー財団会長賞 ( 商品・サービス部門 ) エネルギーマネジメントを一気通貫で実現するIoEプラットフォーム

「Ecogenie+(エコジーニー プラス)」 　受賞者 :NextDrive( 株 )

★新エネルギー財団会長賞 ( 商品・サービス部門 ) カーボンニュートラルに貢献する太陽電池モジュール「BLACKSOLAR 

　ZERO」　受賞者 :シャープエネルギーソリューション( 株 )

★新エネルギー財団会長賞 ( 分散型新エネルギー先進モデル部門 ) 太陽光パネルをゴミにしない リユースパネルを用いた

　オンサイトPPAモデル　受賞者 :( 一社 ) 離島エネルギー研究所、JR西日本プロパティーズ ( 株 )、五島市民電力 ( 株 )

★新エネルギー財団会長賞 ( 分散型新エネルギー先進モデル部門 ) 「再エネの最大導入、最大活用」を目的とした熱と電

　気のネットワーク　受賞者 : 鹿追町、パシフィックコンサルタンツ( 株 )、アルス・ゼータ( 有 )、伊藤組土建 ( 株 )

★新エネルギー財団会長（分散型新エネルギー先進モデル部門）独自開発のプラットフォームで実現した分散型太陽光発

　電による余剰電力循環モデル　受賞者：アイ・グリッド・ソリューションズ（株）

★新エネルギー財団会長賞 ( 分散型新エネルギー先進モデル部門 ) 小城市庁舎等のオフグリッドによる自立・分散型エネ

　ルギーの活用　受賞者 : 国際航業 ( 株 )、小城市、( 株 ) 九電工 

★新エネルギー財団会長賞 ( 導入活動部門 )　第一生命の地球環境への積極取組、脱炭素化に向けた挑戦

　受賞者 :　第一生命保険 ( 株 )、( 株 )クリーンエナジーコネクト

★新エネルギー財団会長賞 ( 地域共生部門 ) 長野県内の豊かな水資源による再エネ電源開発加速に向けた官民一体プ

　ロジェクト　受賞者 : 長野県企業局、中部電力ミライズ ( 株 )、セイコーエプソン( 株 )

★新エネルギー財団会長賞 ( 地域共生部門 ) 奥飛騨温泉郷における地域共同型小規模バイナリー発電事業 

　受賞者 :( 株 ) 竹中工務店、奥飛騨宝温泉 ( 協組 )
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テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。

本
シ
ス
テ
ム
は
①
階

段
炉
、
②
廃
熱
ボ
イ
ラ
、

③
蒸
気
発
電
機
、
④
乾
燥

機
で
構
成
さ
れ
、
下
記
の

特
長
を
有
し
て
い
ま
す
。

１
�
階
段
炉
の
採
用
に
よ

る
、
低
消
費
電
力

２
�
焼
却
廃
熱
を
最
大
限

活
用
し
て
蒸
気
発
電
を

行
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創

出３
�
焼
却
廃
熱
を
利
用
し

た
乾
燥
機
で
脱
水
汚
泥

を
乾
燥
し
、
補
助
燃
料
不

要４
�
階
段
炉
で
炎
を
上
げ

た
高
温
燃
焼
を
行
い
、
下

水
汚
泥
焼
却
に
伴
う
Ｎ

２
Ｏ
発
生
量
を
従
来
型

焼
却
炉
の
１
／
６
〜
１

／

に
低
減

１０本
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
施
設
で
は
、
発
電
を

行
う
こ
と
で
消
費
電
力

の
多
く
を
賄
い
、
炉
の
立

上
下
時
以
外
は
補
助
燃

料
を
使
用
せ
ず
に
焼
却

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
シ
ス
テ
ム
の
普
及

促
進
に
よ
り
、
下
水
汚
泥

の
焼
却
処
理
を
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
投
入
す
る
従
来

の
方
式
か
ら
、
下
水
汚
泥

の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
創
出
で
き
る

方
式
へ
と
転
換
し
、
脱
炭

素
社
会
の
構
築
に
貢
献

し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
で
あ
っ
た
下
水
処
理
施
設

を
国
内
初
、創
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
施
設
へ
転
換



（11）　　　　　　　２０２３年（令和５年）１月３０日

時
・
災
害
時
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
）

を
安
定
供
給
す
る
た
め
、

庁
舎
の
利
用
状
況
や
稼

働
特
性
を
考
慮
し
、
出
力

制
御
シ
ス
テ
ム
を
２
系

統
用
意
し
て
お
り
、
蓄
電

池
を
充
電
系
統
と
放
電

系
統
に
分
け
て
使
用
し
、

　

時
間
交
互
に
電
力
を

２４供
給
す
る
仕
組
み
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
蓄
電
池

の
充
放
電
回
数
を
減
ら

す
こ
と
で
本
シ
ス
テ
ム

の
長
寿
命
化
が
図
れ
て

い
ま
す
。

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

商
業
施
設
や
物
流
施

設
な
ど
の
施
設
の
屋
根
を

利
用
し
た
Ｐ
Ｐ
Ａ（
企
業
・

自
治
体
が
保
有
す
る
施
設

の
屋
根
や
遊
休
地
を
事
業

者
が
借
り
、
無
償
で
発
電

設
備
を
設
置
し
、
発
電
し

た
電
気
を
企
業
・
自
治
体

が
使
う
事
業
モ
デ
ル
）
モ
デ

ル
に
よ
る
自
家
消
費
型
太

陽
光
発
電
事
業
約
１
０

０
Ｍ
Ｗ（
２
０
０
２
年　
１２

月
時
点
）で
あ
る
。

　

需
要
家
に
電
力
を
供

給
す
る
と
と
も
に
、
独
自
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

し
、
消
費
し
き
れ
な
い
余
っ

た
電
力
を
他
需
要
家
に
供

給
で
き
る
余
剰
電
力
循
環

モ
デ
ル
を
展
開
す
る
点
が

大
き
な
特
徴
。

　

地
域
の
核
と
な
る
流
通

施
設
の
屋
根
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、高
度
な
電

力
需
要
、
発
電
予
測
に
基

づ
く
余
剰
電
力
循
環
モ
デ

ル
を
運
用
し
て
お
り
先
進

的
な
モ
デ
ル
と
し
て
評
価
さ

れ
た
。

　

太
陽
光
電
力
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
施
設
で

消
費
し
き
れ
な
い
余
っ
た
電

力
を
他
電
力
利
用
者
に

供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、日

中
発
電
し
た
電
力
が
使
い

切
れ
な
い
施
設
（
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
、
物
流
セ
ン
タ
ー
等
）

で
自
家
消
費
量
を
最
大

化
す
る
事
が
可
能
と
な

り
、
地
域
で
の
再
エ
ネ
利
用

率
を
高
め
ら
れ
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。

【
分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー　

　

先
進
モ
デ
ル
の
概
要
】

　

２
０
１
７
年
よ
り
商

業
施
設
の
屋
根
上
を
活
用

し
た
自
家
消
費
型
の
オ
ン

サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
を
展
開
。

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
当
初
は
、

主
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
電
力
使
用
量
が
多
く
屋

根
上
で
発
電
す
る
再
エ
ネ

を
全
て
自
家
消
費
で
き
る

施
設
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
、
電
力
消
費
量

が
比
較
的
少
な
い
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
や
物
流
施
設
に
つ
い

て
は
施
設
で
使
い
き
れ
な
い

電
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困

難
な
た
め
導
入
が
限
定
的

に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、独
自
の
デ
ジ
タ
ル
エ
ネ

ル
ギ
ー
プ
ラッ
ト
フ
ォ
ー
ム（R

.E.A.L.N
ew
Energy

Pl
atform

）を
構
築
し
、Ａ
Ｉ

に
よ
る
需
要
予
測
／
発
電

予
測
を
行
う
こ
と
で
余
っ
た

電
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可

能
に
な
っ
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

活
用
し
、
施
設
で
消
費
し

き
れ
な
い
余
っ
た
再
エ
ネ
を

他
電
力
利
用
者
に
供
給

す
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
余
剰
電
力
循
環
モ

デ
ル
」
を
開
始
。こ
の
モ
デ
ル

に
よ
っ
て
、
電
力
消
費
量
が

少
な
い
施
設
で
も
、
屋
根

を
最
大
限
に
活
用
し
た
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導

入
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け

て
、
上
記
の
分
散
型
発
電

所
を
増
や
す
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指

し
て
い
る
。

決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
経　産　新　報 ［新エネ大賞］

連絡先
株式会社アイ・グリッド・ソリューションズ

広報担当　渡辺
〒 102-0083

東京都千代田区麹町三丁目 7番地 4  秩父屋ビル
Tel. 03-3230-1280 　Fax. 03-3230-1281

E-mail:pr@igrid.co.jp

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

【
分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　
　
　

先
進
モ
デ
ル
部
門
】

独
自
開
発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
実

現
し
た
分
散
型
太
陽
光
発
電
に
よ
る

余
剰
電
力
循
環
モ
デ
ル

（
株
）ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

【
分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　
　
　

先
進
モ
デ
ル
部
門
】

小
城
市
庁
舎
等
の
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
に
よ

る
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

国
際
航
業
株
式
会
社

小
城
市

（
株
）
九
電
工

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

市
庁
舎
の
駐
車
場
に

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
、

鉛
蓄
電
池
及
び
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
シ
ス

テ
ム
を
導
入
（
５
５
２

�
）
し
、
電
力
会
社
の
電

力
に
頼
ら
な
い
オ
フ
グ

リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
を
構

築
、
市
庁
舎
全
体
と
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
部

に
電
力
を
供
給
し
て
い

る
。

　

市
庁
舎
に
併
設
さ
れ

た
駐
車
場
に
カ
ー
ポ
ー

ト
型
の
大
容
量
太
陽
光

発
電
設
備
を
設
置
、
安
全

性
、
リ
サ
イ
ク
ル
性
な
ど

を
考
慮
し
て
鉛
蓄
電
池

を
使
用
す
る
と
と
も
に

オ
フ
グ
リ
ッ
ド
に
よ
り

電
力
を
供
給
す
る
シ
ス

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

再生可能エネルギーの余剰電力循環モデルのメリット

テ
ム
を
構
築
し
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
災

害
時
の
防
災
拠
点
へ
の

電
力
供
給
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
中
、
他
の
自

治
体
へ
の
波
及
効
果
の

高
い
モ
デ
ル
と
し
て
評

価
さ
れ
た
。

【
分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
モ
デ
ル
の
概
要
】

　

佐
賀
県
小
城
市
で
は
、

災
害
時
の
業
務
継
続
性

の
向
上
な
ど
防
災
面
の

強
化
に
加
え
、
平
時
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
抑

制
に
寄
与
で
き
る
「
分
散

型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進

モ
デ
ル
」
と
な
る
「
オ
フ

グ
リ
ッ
ド
」
シ
ス
テ
ム
を

市
庁
舎
に
導
入
し
ま
し

た
。

　

本
シ
ス
テ
ム
は
、
平
常

連絡先
国際航業株式会社

HP:https://www.kkc.co.jp
小城市　HP:https://www.city.ogi.lg.jp( 株 )
九電工　HP:https://www.kyudenko.co.jp
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電
力
会
社
の
電
力
に
頼
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築

駐
車
場
に
大
容
量
太
陽
光
発
電
と
鉛
蓄
電
池

災
害
時
の
防
災
拠
点
に
、他
の
自
治
体
へ
波
及
を

高
度
な
電
力
需
要
、発
電
予
測
に
基
づ
く
運
用

地
域
の
商
業
施
設
の
屋
根
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

●
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
の
「
Ｅ

ｃ
ｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｉ
ｅ
＋
」

●
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
「
Ａ
ｔ

ｔ
ｏ
」
ま
た
は
「
Ｃ
ｕ
ｂ

ｅ
」

●
バッ
ク
エ
ン
ド
管
理
シ
ス
テ

ム
の
「
Ｉ
ｏ
Ｅ　

Ｓ
ｕ
ｉ

ｔ
ｅ
」

●
各
種
シ
ス
テ
ム
と
連
携
で

き
る
「
デ
ー
タ
連
携
Ａ
Ｐ

Ｉ
」

ま
で
、
一
気
通
貫
で
揃
っ
て

い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
モ
バ
イ
ル

ア
プ
リ
を
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー

デ
バ
イ
ス
と
セ
ッ
ト
で
導
入

す
る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
実
現
、
設
備
状
況
の

可
視
化
や
遠
隔
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
る
こ
と
で
、
調
整

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー

ス
と
し
て
の
活
用
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は

Ｄ
Ｒ
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ
で
の
活
用
、

ｘ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
し
て
の
活
用

の
ほ
か
、
太
陽
光
Ｐ
Ｐ
Ａ

事
業
に
も
活
用
さ
れ
る
な

ど
幅
広
い
分
野
で
の
利
用

実
績
が
あ
り
ま
す
。

ｅ
の
Ｉ
ｏ
Ｅ
（Interneto

fE
nergy：

エ
ネ
ル
ギ
ー
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
融
合
）プ

ラッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
各
種
の

分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス

が
す
ぐ
に
繋
が
る
仕
組
み

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
組
み
を
利
用
す

る
事
で
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
高
度
化
を

進
め
る
上
で
の
最
初
の
一

歩
で
つ
ま
ず
く
こ
と
な
く
、

様
々
な
応
用
に
素
早
く
取

り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

文
字
通
り
の
「
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
・
プ
ラッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と

し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
、

用
い
て
提
供
し
て
お
り
、
再

エ
ネ
の
導
入
拡
大
や
調
整

力
と
し
て
活
用
で
き
る
取

組
で
あ
り
先
進
性
が
評
価

さ
れ
た
。

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
概

要
】

　

こ
れ
ま
で
分
散
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
接
続
さ
せ
る
た
め
の
仕

組
み
は
、
実
証
向
け
の
試

作
機
や
大
型
需
要
家
向

け
の
高
額
な
設
備
を
利
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受

け
、
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

本
シ
ス
テ
ム
は
、
太
陽
光

発
電
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接

続
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報

を
可
視
化
し
適
切
に
管

理
・
制
御
す
る
た
め
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
機
器
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
簡
易
に
繋
げ
る
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

一
定
の
評
価
に
値
す
る
。

特
に
、
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
し

て
様
々
な
機
器
の
接
続
シ
ス

テ
ム
を
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
を

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
】

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
一
気
通
貫

で
実
現
す
る
Ｉ
ｏ
Ｅ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
Ｅ
ｃ
ｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｉ
ｅ
＋（
エ
コ
ジ
ー
ニ
ー
プ
ラ
ス
）」

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
株
式
会
社

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

連絡先
NextDrive 株式会社
〒 106-0031

東京都港区西麻布 3-19-22
TEL03-6432-9616
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太
陽
光
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
を
可
視
化
し
適
切
に
管
理
・
制
御

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と
し
て
提
供

【
地
域
共
生
部
門
】

長
野
県
内
の
豊
か
な
水
資
源
に
よ
る

再
エ
ネ
電
源
開
発
加
速
に
向
け
た

官
民
一
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト長

野
県
企
業
局

中
部
電
力
ミ
ラ
イ
ズ
（
株
）

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
（
株
）

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

進
す
る
地
域
を
挙
げ
た

取
組
み
で
あ
る
。

　

使
う
側
が
支
払
う
電

気
の
購
入
費
用
か
ら
地

元
の
再
エ
ネ
開
発
に
拠

出
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
て
お
り
、
地
域
内
で
の

資
金
の
循
環
の
仕
組
み

を
実
現
し
た
こ
と
は
、
地

域
と
の
共
生
の
観
点
か

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

本
取
組
み
は
、
水
力
発

電
の
作
り
手
と
、
発
電
電

力
の
売
り
手
と
、
脱
炭
素

化
を
積
極
的
に
推
進
す

る
使
い
手
の
３
者
が
協

定
を
締
結
し
、
再
エ
ネ
の

供
給
拡
大
を
加
速
さ
せ

る
た
め
、
官
民
一
体
で
推

連絡先

長野県企業局電気事業課

長野県長野市大字南長野字幅下 692‐2

TEL026-235-7375
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ら
評
価
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
全
国
の
自
治
体

が
有
す
る
水
力
発
電
設

備
の
リ
プ
レ
ー
ス
や
新

規
開
発
へ
の
展
開
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。

当プロジェクト支援
対象発電所

「越百（こすも）のしずく
発電所」完成イメージ
長野県企業局の地域連携型

水力発電所
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し
た
Ｃ
Ｏ
２
の
貯
留
地

ま
で
の
船
舶
輸
送
や
貯

留
方
策
の
検
討
、
③
貯
留

地
が
海
底
と
な
っ
た
場

合
の
Ｃ
Ｏ
２
漏
洩
の
監

視
手
法
、
④
社
会
受
容
性

を
含
む
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
円
滑

導
入
方
法
等
の
４
テ
ー

マ
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と

で
、
早
期
の
社
会
実
装
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
商
用

規
模
で
バ
イ
オ
マ
ス
専

焼
の
発
電
所
に
建
設
し

た
液
体
吸
収
剤
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
分
離
・
回
収
施
設

に
お
い
て
、２
０
２
０
年

度
以
降
、
冬
期
・
春
期
・

秋
期
に
実
証
試
験
を
実

施
し
た
結
果
、１
日
６
０

０
�
以
上
の
Ｃ
Ｏ
２
回

収
能
力
が
あ
る
こ
と
、
排

ガ
ス
の
成
分
分
析
及
び

施
設
近
辺
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
よ
り
人
の
健
康

及
び
水
生
生
物
に
対
す

る
影
響
の
懸
念
が
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
他
の
季
節
に

お
い
て
も
問
題
が
な
い

か
等
、
長
期
運
転
の
影
響

等
を
確
認
し
、
環
境
負
荷

評
価
技
術
の
一
般
化
に

向
け
て
検
討
す
る
予
定

で
す
。

　

こ
の
施
設
は
将
来
の

Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（Ｂ

ioener
gy
w
ith
C
arbon

C
aptu

re
and
Storage:

バ
イ
オ

マ
ス
燃
焼
時
の
Ｃ
Ｏ
２

を
回
収
・
運
搬
し
、
地
中

に
貯
留
す
る
こ
と
で
（
Ｃ

Ｃ
Ｓ
）、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ

２
を
純
減
さ
せ
る
技
術
。

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
除

去
・
減
少
さ
せ
る
技
術

（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
技
術
）
の
代
表
的

な
も
の
）
に
も
つ
な
が

る
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
す
た
め
の

重
要
な
も
の
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
固
体
吸
収
剤
を

用
い
た
Ｃ
Ｏ
２
分
離
・
回

収
技
術
に
つ
い
て
も
、
米

国
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
の

火
力
発
電
所
で
実
証
試

験
の
た
め
の
施
設
を
建

設
す
る
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

②
〜
④
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
分
離
回
収
設
備
か

ら
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を

液
化
貯
蔵
す
る
設
備
や
、

洋
上
か
ら
海
底
下
に
貯

留
す
る
た
め
の
方
策
に

関
す
る
検
討
等
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

Ｍ
）
等
を
通
じ
て
世
界
的

な
脱
炭
素
化
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

脱
炭
素
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
は

様
々
な
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
主
力
化
を
は
じ

め
と
し
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減

の
た
め
の
各
種
方
策
を

進
め
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
行

っ
て
も
ど
う
し
て
も
出

て
し
ま
う
Ｃ
Ｏ
２
に
つ

い
て
、
排
出
源
か
ら
大
気

中
へ
の
放
出
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
が
出
来

る
技
術
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２

回
収
・
有
効
利
用
・
貯
留

（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
環
境
省
に

お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
取

り
組
み
の
現
状
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
取
り
組
み

　

環
境
省
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
貯
留
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
の
実

用
化
に
向
け
て
、
①
Ｃ
Ｏ

２
の
分
離
回
収
、
②
分
離

拡
充
し
、
脱
炭
素
先
行
地

域
づ
く
り
と
脱
炭
素
の

基
盤
と
な
る
重
点
対
策

を
加
速
化
す
る
と
と
も

に
、同
じ
く
２
０
２
２
年

度
に
創
設
し
た
財
政
投

融
資
を
活
用
し
た
出
資

制
度
に
つ
い
て
、（
株
）

脱
炭
素
化
支
援
機
構
を

通
じ
た
公
的
資
金
と
民

間
資
金
を
組
み
合
わ
せ

た
脱
炭
素
化
事
業
へ
の

投
資
拡
大
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
外
に
お
い
て

は
、
気
候
変
動
Ｃ
Ｏ
Ｐ　
２７

で
立
ち
上
げ
た
「
パ
リ
協

定
６
条
実
施
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
や
二
国
間

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
（
Ｊ
Ｃ

け
、
国
内
外
で
様
々
な
取

り
組
み
を
鋭
意
進
め
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
国
内

に
お
い
て
は
、２
０
２
３

年
度
予
算
案
に
お
い
て
、

２
０
２
２
年
度
に
創
設

し
た
地
域
脱
炭
素
の
推

進
に
関
す
る
交
付
金
を

　

は
じ
め
に

　

２
０
２
０
年　

月
に

１０

臨
時
国
会
で
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
が
宣
言
さ
れ
、２
０

２
１
年
４
月
に
気
候
サ

ミ
ッ
ト
で
２
０
３
０
年

度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

２
０
１
３
年
度
か
ら　
４６

％
削
減
す
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
、
さ
ら
に　

％
５０

の
高
み
に
向
け
挑
戦
を

続
け
る
こ
と
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
に
向

環
境
省
に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
・

環
境
省
に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
・

Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

ま
た
、
海
底
下
の
貯
留

地
点
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
の
漏

れ
が
発
生
し
て
い
な
い

か
を
無
人
探
査
船
（
Ａ
Ｓ

Ｖ
）
を
活
用
し
連
続
的
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
手

法
や
リ
ス
ク
評
価
等
の

Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
円
滑
導
入
手

法
に
つ
い
て
も
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
周
辺
に
お

け
る
貯
留
の
可
能
性
の

あ
る
適
地
調
査
に
つ
い

て
は
、
経
済
産
業
省
と
の

連
携
事
業
と
し
て
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
取
り
組
み

　

環
境
省
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
有
効
活
用
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
・

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
）

に
つ
い
て
も
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
廃
棄
物

処
理
施
設
か
ら
排
出
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
水

素
と
反
応
さ
せ
て
メ
タ

ン
や
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製

造
す
る
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
商
用
規
模
の
実

証
機
を
建
造
の
上
、
実
証

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
分
離
回
収
し
た

Ｃ
Ｏ
２
を
Ｃ
Ｏ
に
分
解

し
、
さ
ら
に
航
空
輸
送
燃

料
や
地
域
で
利
用
可
能

な
液
体
燃
料
へ
の
転
換

を
行
う
こ
と
に
よ
る
炭

素
循
環
モ
デ
ル
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
事
業
も

実
施
し
て
お
り
、
各
工
程

の
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
当
該
モ
デ
ル
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
な
大

型
の
Ｃ
Ｏ
２
電
解
装
置

（
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２
）
を
一
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
）
に
転
換
す
る
装
置
）

に
つ
い
て
の
実
証
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
で
、２
０

２
３
年
ま
で
に
最
初
の

商
用
化
規
模
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ

技
術
の
確
立
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　

結
び

　

環
境
省
で
は
、２
０
２

２
年
８
月　

日
〜　

日

２５

２６

に
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
・
水
素
に

関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
国
内
外

に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
・
水

素
の
政
策
動
向
や
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介
を
各

国
の
政
府
関
係
者
や
産

業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
企

業
、
学
識
者
な
ど
か
ら
御

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は

世
界
各
国
か
ら
合
計
１
�

０
０
０
人
以
上
の
参
加

が
あ
り
、
世
界
的
に
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
に
対
す
る
期
待
・
関

心
の
高
ま
り
が
伺
え
ま

し
た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
事

業
開
始
に
向
け
制
度
の

検
討
が
加
速
し
て
お
り
、

Ｃ
Ｃ
Ｓ
長
期
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
取
り
ま
と
め
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

環
境
省
に
お
い
て
も

海
洋
汚
染
等
防
止
法
の

見
直
し
を
含
む
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
事
業

に
お
い
て
、
事
業
全
体
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
た
め
に
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
の
水
素
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
水
素

が
十
分
に
供
給
さ
れ
る

た
め
に
は
、
太
陽
光
・
風

力
発
電
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力

化
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
早

期
社
会
実
装
に
向
け
、
各

種
実
証
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
最
大
限
導
入

の
取
り
組
み
も
同
時
並

行
で
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
て
、
取
り
組
む
べ
き
こ

と
は
多
種
多
様
に
存
在

し
ま
す
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

早
期
社
会
実
装
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
も
関
係
省

庁
や
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
検
討
・
実
証

等
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

環
境
省　

地
球
環
境
局

　

地
球
温
暖
化
対
策
課

　

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
室
長

松
�　

裕
司

廃棄物由来メタン製造（メタネーション）実証設備（小田原市）

液
体
吸
収
剤
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
分
離
・
回
収
施
設

１
日
６
０
０
�
以
上
の
Ｃ
Ｏ
２
回
収
能
力

　

将
来
の
B
E
C
C
S
に
も
つ
な
が
る

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
重
要
技
術

廃
棄
物
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２
を
再
エ
ネ
由
来
水
素
と
反
応

メ
タ
ン
や
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造
す
る
事
業
の
実
証
を
進
め
る

航
空
輸
送
燃
料
や
地
域
で
利
用
可
能
な
液
体
燃
料
へ
向
け

大
型
Ｃ
Ｏ
２
電
解
装
置
で
Ｃ
Ｏ
に
転
換
す
る
装
置
も
実
証
中

ＣＣＳ・ＣＣＵの早期社会実装に向け検討・実証等を推進

令和4年度優秀省エネ脱炭素機器・システム表彰一覧
�経済産業大臣賞�
�電動式フォークリフト（FE25-2、FE30-2）
　コマツ　コマツカスタマーサポート株式会社
�資源エネルギー庁長官賞�
�高効率二段過給ガスエンジン (KG-18-T)
　川崎重工業株式会社
�資源エネルギー庁長官賞�
�電源力率・電源効率改善型 PWM制御誘導加熱インバータ
　島田理化工業株式会社
�中小企業庁長官賞�
�アルミニウム成型コイルを用いた高出力密度・高効率　
　モータ（ASTERMOTORR）　株式会社アスター
�産業技術環境局局長賞�
�ロスフィルムを原料に変えるペレット再生装置（eco ペ
　レ GP2）　株式会社マルヤス
�日本機械工業連合会会長賞�
�吸着材蓄熱システム（メガストック R）
　高砂熱学工業株式会社
　共同申請者：東京電力エナジーパートナー株式会社
　共同申請者：石原産業株式会社
　共同申請者：森松工業株式会社
　共同申請者：日野自動車株式会社
　共同申請者：国立研究開発法人産業技術総合研究所
�エネルギーマネジメントシステム（Synergy Link）
　株式会社ダイヘン
�塗装用途ワーク供給装置兼ポジショナー　　　
（MOTOFEEDER TILT）　株式会社安川電機
�鉄道車両用同期リラクタンスモータシステム　
（SynTRACSR）　三菱電機株式会社
�脱炭素対応 工作機械省エネシステム（ECO suite plus）　
　オークマ株式会社
�メタネーションシステム (HiMethz)　日立造船株式会社
※資源エネルギー庁長官賞、日本機械工業連合会会長賞の表彰機　
　器・システムは応募受付順
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ＣＯ2回収棟 メタネーション設備

メタンタンク

2022 年度（令和 4年度）省エネ大賞　受賞者一覧

廃棄物由来エタノール製造実証設備（久慈市）

ＣＯ製造装置
ユーティリティ

ごみヤード

ごみ由来ガス供給装置
（ガス化炉）

エタノール製造装置

中央制御・分析室
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